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IP電話
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IP電話の認知率は、「内容までよく知っている」と回答した人が21.4％、「どのようなものかだいたい知っている」

は55.1％、合計76.5％で概ねその内容まで認知されているといえる。接続回線別にみると、光ファイバー利用

者とADSL利用者はほぼ同じで、CATV利用者の認知率は下がり、ダイヤルアップ利用者はさらに低く、「名前は

聞いたことがある」が44.0％を占めている。

認知されつつあるIP電話の概要
資料2-2-14　IP電話の認知［全体と接続回線別］
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IP電話契約者の利用歴は、「2年以上」が23.2％で最多、1年半以上合計で過半数の57.1％を占める。

ADSL/xDSL利用者は、Yahoo! BB契約者が4割、また回線利用歴が2年以上のユーザーが過半数を占めている

ため、「2年以上」と回答した人が32.0％と高く、IP電話利用歴も長い。逆にCATV利用者は1年未満計が過半

数の55.5％を占め、利用歴は短い。

IP電話契約者の利用歴は過半数が1年半以上
資料2-2-15　IP電話の利用歴［全体と接続回線別］
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IP電話利用者が利用しているIP電話サービス会社のトップは、ADSL/xDSL利用者で最もISP利用率の高かった

Yahoo!の「BBフォン」の39.0％。「BBフォン」はADSL/xDSL利用者に限定すると69.3％に達している。光

ファイバー利用者においてIP電話会社トップ3の＠nifty、KDDI、ぷららが上位にランクされている。

IP電話サービス1位は「BBフォン」で39.0％
資料2-2-16　現在利用しているIP電話サービス会社　N=436
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IP電話利用者に導入のメリットを感じるか聞いたところ、「感じる」が33.7％、「やや感じる」が29.6％で、

63.3％がメリットを感じているが、前年に比べ14ポイント減少という結果であった。接続回線別でみても大き

な差は認められない。携帯電話での通話が増え、固定電話の利用機会が以前ほど多くないことが一因と考えられる。

約6割がIP電話導入にメリットを感じるも前年よりは減少傾向に
資料2-2-17　IP電話利用者の導入メリット（評価）［全体と接続回線別］
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IP電話利用者に導入後に通信コストが下がったか聞いたところ、「下がった」と回答した人は29.6％、「やや下が

った」は34.2％で、合計63.8％の人がコストが下がったと感じている。この結果はIP電話導入のメリットに対

する評価と類似しており、IP電話の評価はそのままコストメリットの評価であることを物語っている。

IP電話導入でコストが下がったと感じている利用者は約6割
資料2-2-18　IP電話導入後のコストの変化状況［全体と接続回線別］
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IP電話非利用者の利用意向は、「利用するかどうかわからない」が53.7％で最も多く、「利用しない／利用したく

ない」の18.7％と合わせた約7割の人が利用に対して消極的という結果であった。利用意向を持つ人は27.6％

で昨年よりもさらに4ポイント減少しており、IP電話の導入に対して前向きに検討する人の減少傾向が続いている。

IP電話利用意向者は減少気味、約7割が消極的態度
資料2-2-19　非利用者のIP電話の利用意向［全体と接続回線別］
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携帯電話での通話機会増加がIP電話の非利用意向に影響
資料2-2-20　IP電話の非利用理由［全体と接続回線別］
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IP電話の非利用意向者にその理由を聞いたところ、「固定電話をあまり使わないから」が半数近くの45.4％で最

多。携帯電話での通話機会の増加にともなう固定電話の利用機会の減少が、IP電話の非利用意向という形になっ

て表れる結果となった。また、ダイヤルアップ接続利用者は「どのサービスを選んでいいかわからないから」や

「申し込みが面倒だから」などの理由も高く、新しいサービスに対する知識や意識の低さがうかがえる。
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